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第28回COSPAR総会および第7回STPシンポジウム
　　　（中層大気力学および惑星大気力学関係）の報告・

山　中　大　学＊＊

　1．はじめに

　標記の2つの会議が1990年6月25日～7月6日の間，

オランダ王国ハーグ市の国立国際会議場で開催された．

これらは，ICSU　（国際学術連合会議）が学際的な研究

の推進のために設けた17の委員会（浅井，1990参照）の

うちの2つである，COSPAR　（宇宙空問研究委員会）

とSCOSTEP（太陽地球系科学研究委員会）のそれぞ

れの主催によるものである．このうちCOSPARは飛

翔体を用いた各種の科学観測あるいは宇宙利用を取扱う

A～Gの7つの学際小委員会と3つのパネルから成り，

隔年で開催される総会（前回は1988年ヘルシンキ）に合

わせて複数のシンポジウムと各小委員会による多数の研

究会を開催している（廣田・山中，1988：山中，1989参

照）・またSCOSTEPは太陽地球系科学　（STP）関連

の諸分野を対象として，近年はCOSPAR総会のシンポ

ジウムや研究会を共催するとともに，1回おき（つまり

4年ごと）には関連分野を総括するSTPシンポジウム

（前回は1986年ツールーズ）を開催することになってい

る（加藤他，1987参照）．

　今回の正式参加登録者は42ケ国から約1，500名であ

る．日本の大気科学関係者としては筆者の他，加藤進・

廣田勇（京大）・小川利紘・岩上直幹（東大）・宮原三

郎（九大：米国Boston大滞在中）・土屋清（千葉大）

の各氏が参加した．COSPAR主催（大部分はSCOSTEP

と共催）による公開シンポジウム・研究会は大小65に上

るが，ここでは筆者の出席したシンポジウム（S）・夜

＊A　report　on　papers　ofmiddle－atmosphere　dyna－

　mics　and　planetary　atmosphere　dynamics

　presented　at　the　XXVIII　COSPAR　Plenary
　Meeting　and　the　VII　STP　Symposium　in　the

　Hague・theNetherlands，25June－6July，1990
＊＊Manabu　D・Yarぬnaka，京都大学超高層電波研

　究センター．

会（ES弟ならびにA（地球観測）・B（月・惑星探査〉

・C（超高層・惑星大気観測）各小委員会の研究会，地

球中層ならびに惑星の大気力学関係の内容を中心に報告

することとする．なお，発表論文の出版については，

COSPAR主催のシンポジウム・分科会については原則

としてこれまで同様に機関誌AdvancesinSpaceRe－

searchに収録され（但し最近の傾向ではこれに応じず

各分野の専門誌へ投稿される論文も少なくない），また

STPシンポジウムについては日本の地球電磁気・地球

惑星圏学会誌Journal　of　Geomagnetism　and　Geoelec－

tricityに特集号として組まれる予定である．
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　2．STPシンポジウム

　STpシンポジゥムは，SCOSTEPが1990～95年に推

進を勧告しているSTEP　（Sola「Te「「est「ial　Ene「9y

Program；太陽地球系エネルギー国際協同研究計画）を

専一のテーマとし，今回のCOSPAR／SCOSTEP全体

のメインイベントの一つとして大きな会場で行われた．

セッションもSTEPの各課題に完全に対応して

　1．エネルギー・擾乱源としての太陽

　π．惑星間空間・磁気圏・電離圏結合

　皿．電離圏・熱圏結合

　W．中層大気上下結合

　V．太陽変動の人間環境への影響

　VL情報交換

のように組まれ，STEP運営委員である各課題の主査に

招待された約10名ずつのみがoverview的な口頭発表

を行い，一般から申し込まれた個々の研究発表は全て

posterに回るという形で行われた，STEPの主眼である

太陽から地表大気に至る領域の総合的把握，特に大気圏

については下層・中層・超高層の全域障わたる統一的観

測・研究の重要性が強調され，中層大気力学関係の論文

もW（主査：Geller教授）のみならずV　（主査：Labi一
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36 第28回COSPAR総会および第7回SPTシンポジウム

tzke教授）や皿　（主査Cole教授は本シンポジウム全

体の議長となったため世話人はShunk教授）などでも

発表された，なお，課題Vの題目は当初“太陽変動への

大気応答”であったが，昨今の地球環境問題の社会的浸

透を意識した形に修正されたものである．

　セッションIVの招待講演について順次略述すると，ま

ず力学関係としては大型レーダー観測（R6ttger），潮汐

波（Forbes）・重力波（Vincent）・乱流（Hocking）によ

る上下結合過程が発表された．これらは何れもMAP期

間に始まる最近10年間の成果であって確かに重要である

が，Plumbの講演取消しのため子午面循環あるいは惑

星波動に関する部分が欠落し，総括の意味では不完全な

印象を拭えなかった．次に光化学・組成関係では宇宙線

による組成酸化（Jackman），ライダー観測に基く太陽

変動の影響（Chanin），オゾン変動における太陽・人間

起源の分離（DUsch），エァロゾル（Turco），3次元物

質輸送モデル（R．ood）があった．このうちChaninの

ものは，観測期問に限界のある11年周期の代わりに27日

周期の太陽変動について，放射あるいは力学過程の影響

を観測に基いて議論ようとしたものであるが，結局断定

的な結論は得られていない．またTurcoの発表では，

1982年のEI　Chichon大噴火で増大した成層圏エアロ

ゾルがようやくそれ以前のレベルに復帰してきたことが

示され，改めて噴火の大きさと時間の流れとを感じた，

最後に赤道域（Reddy），放射・化学・力学結合モデル

（Wuebbles）の講演があったが，Kanzawaの極域に関

する講演が中止となったこともあり，複合過程の総括と

いうGeller教授の意図は達成できなかったようである．

　一方Vの招待講演は，まず観測事実としてLabitzke

教授が下部成層圏で見出した約10年周期の大気変動

（Van　Loon）とこの解析結果の統計学的吟味（Bams－

ton），オゾソ変動から検出される赤道波（Hirota）があ

った．約10年変動については対流圏内の解析結果が追加

され，気象研の小寺氏ら（Kodera　and　Yamazaki，1990）

の上部成層圏における結果も引用された．太陽変動とは

少なくとも直接は無関係なHirotaの講演は，データの

少ない赤道域における新たな波動観測方法の可能性を示

したものであるが，力学側が得意とするこの種の解析に

もし化学側の密接な協力があれば双方に興味のある情報

がさらに多く取出せそうであると感じた．次に数値モデ

ルによる研究として，qBOと突然昇温の関係（Bala－

chandran），成層圏界面付近（Dameris）あるいは対流

圏・下部成層圏結合系（Schuurmans）の太陽起源の変

36

動があった．続いてメカニズム的な話として，太陽風・

宇宙線による対流圏の変化（Tinsley），気候における11

年周期太陽変動の影響度（Godson），海洋表面温度と太

陽放射との関係（Reid），大気中の放射性炭素の変動

（Sonett），流星エコー高度と上層大気中の金属元素の変

動（Olsson－Steel）とあったが，Tinsley（但しこれも宇

宙線自体が気温依存性をもつため原因・結果の分離は困

難）を除いてかなり否定的な印象であった．最後に大気

電気関係の講演が2件と，宇宙空間環境の話が1件あっ

た．

　またセッション皿では，電離大気科学・中性大気力学

・大気化学の3分野を基盤として，他分野との結合を目

指した講演が行われた．これらとWおよびVの一般発表

の内容については，次節に述べるCOSPAR主催の諸

会合の報告の中に含めることにする．実際，一昔前の

MAP企画の頃からの諸先生方が中心で，各国から偏ら

ずに講演者を出す配慮も行われたため，比較的目新しい

感じのする研究成果の発表や議論の多くはCOSPAR主

催の諸会合で行われた．　とにかくSTEPはいよいよ本

格的に開始され，我国も来年度から正式に予算措置がな

される運びである（但し中層大気関係については，大気

海洋相互作用と結合したr新プ・グラム」に組込まれる

形となる）．次のSTEP関係の国際シンポジウムは，課

題皿および四を中心とするものは1991年4月10～12日に

台北（台湾）で，また欧州地球物理学会連合（EGS）主

催のものが同年4月22～26日にWiesbaden（西独）で，

それぞれ開催される予定である．　（その後，この2つの

会議はそれぞれSTEP全分野に闘するregional　con－

ferenceと位置付けられた．）

　3．中層大気力学関係

　COSPAR主催による公開シンポジウム・研究会のう

ち，地球下～中層大気科学関係　（大部分はSCOSTEP

と共催）は

　　S　l　r地球環境変動の観測」

　　S14r気球による科学観測」

　　A　l　r海氷および雲の運動の衛星観測」

　　A3r延長予報のための天気解析」

　　A5r中層大気における力学・放射・化学過程の結

　　　　合」

　　C2r中層・超高層大気組成の標準大気モデル」

　　C4r地球規模電離圏・熱圏結合系の力学」

　　C5r電離圏モデリングのための衛星・地上観測の

窯天気”38．1．



第28回COSPAR総会および第7回STPシンポジウム

　　　　　発展」

　　　C6r中間圏・熱圏結合」

　　　C7r大気中の薄層構造」

　　　C8r熱圏・電離圏の計算機モデリング」

　　　c　g　r磁気嵐による熱圏大気組成変動」

　　　Clo　rレーダー・ライダー・衛星による中層大気観

　　　　　測」

　　　Cll　r中層大気における電離大気力学」

である．その他，STEP関係の種々のサブプ・グラムの

非公開の打合せが，昼休み・夜・土曜午後などを割いて

行われた．ここでは，中層大気力学に密接に関連するシ

　ンポジウムS1のセッション1（中層大気環境変動），

　S14のセッション2（長時間浮遊気球計画），研究会

A5・C4・C6，C7，C10の6つの公開会議と，DYA

NAおよびRSMAGSと呼ばれる2つの計画に関する
非公開会合の内容を踏まえて，全体を一括した要点を記

すことにする．

　まず第一に，中層大気の諸問題が地球環境の観点で取

　り上げられるようになった．S1では最初に微量成分を

通じた中層大気と生物圏との関連が論じられ（Brasseur），

大気交換が対流圏～下部成層圏で約2年，中層大気全体

では約10年になることから，長い時間スケールにわたる

研究の重要性が指摘された．また南極および北極のオゾ

ン減少の問題に関する総合報告（McElroy）では，特に

極域成層圏雲（PSC）の形成過程の微物理学に重点が置

かれた．太陽変動に対する大気応答の可能性についての

報告（Keating）では，データ解析の報告（Labitzke）

で先に注目されている11年周期よりも，検証の容易な27

’日周期を理論・観測両面からアプ・一チすべきことが強

調された．オゾンホールについてはA5でも中心的に議

論され，また地球温暖化についてはS1の残りのセッシ

ョンで論じられたが，飛躍的な解明に至るまでにはまだ

まだの感があり，その意味でも以下に述べるような観測

サイドの発展が要請されている所である．

　第二に，観測の蓄積の重要性が大きく認識された，

C10では，仏の大型ライダー（3基）による中層大気

全域の温度観測の報告（Chanin）において，重力波・惑

星波・季節変動・経年変動の気候学的研究が次々と紹介

された。重力波活動度（Wilson　et　aL，1990）には成層

圏では年周期，中間圏では半年周期が見られた．惑星波

については後述のDYANA会議の報告（葦｛auchecome）

で周期約15日の波が，経年変動はSTPシンポジウムの

講演（Chanin）で約30km高度を境に下方では約2年，

　1991年1月
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　上方では約10年周期が詳しく述べられた．中間圏重力波

　の活動度の半年周期は津田氏ら（Tsuda　et　a1．，1990）

　の京大MUレーダーGRATMAC観測（毎月約100
　時間連続の中間大気標準観測）と同様な傾向であり，周

　期約15日の惑星波についてはC10で米国のグループ

　（Philbrick）も検出しており以前に気象大の廣岡氏ら

　（Hirooka　and　Hirota，1985）が衛星観測資料から見出

　したものを追認した形である．またC6では，特に中間

圏界面付近の南北風の気候学（Manson）において，レ

　ーダー観測と衛星観測とで大きな差があることが指摘さ

れた．このような他地点あるいは他手段とのグローバル

な比較研究は，次に述べるように今後の大きな目標の一

つとなっている．

　重力波あるいは鉛直微細構造についてはC7の中心テ

ーマとして組まれたが，多少の我田引水を承知で印象を

述べれば，今までのスペクトル解析を中心とした見方に

代わり改めて（準）単色的な見方が強く意識されてきた

ようである．上部対流圏～成層圏については，密度・温

度変動の光学観測（Gurvich），北極オゾン（A玉medieu）・

乱流（Dalaudier）の大気球観測，20年間にわたるオゾ

ンゾンデ観測（Vaughan）などにより，102～103mの鉛直

スケールの卓越が明白である．また中間圏～下部熱圏に

ついては，・ケット（Thrane），大型レーダー（R6ttger）

および両者の比較（lnhester）による乱流観測から，

103～104mの鉛直スケールの卓越が明白である．これら

と・両方の領域を貫くMUレーダー・気象・ケット資

料の解析による重力波鉛直波長（Tsuda，代読），同様の

モデルによる砕波乱流鉛直渦拡散係数の推定と過去の観

測値の一致（Yamanaka）などから，特徴的鉛直スケー

ルが高度に対する普遍的な関数としてかなり絞られてき

たと言える．この普遍性の解釈については，重力波砕波

（Hauchecome），1貫性振動（Sidi），共鳴不安定（Klos．

termeyer），分子粘性の関与した微細波動（Hocking），

多重対流圏界面と重力波構造の同定（Yamanaka）など

が発表されたが，完全な解決は今後の問題であろう．

　第三に，地球規模ネットワーク観測の重要性が随所で

強調されている．STEPの副計画となったDYANA（犬

気力学観測ネットワーク，責任者：0飾rmann教授）

は既に1990年1～3月に実施され，多数の気象ロケット

の世界各国での連続発射観測および各地の地上施設によ

る観測が行われ，今回の会合ではデータ解析・交換など

に関して参加者の分担・協力方針が決められた．観測結

果速報については，C6において北欧地域を中心とした
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ロヶット（Thmne）・Naライダー（LUbken）集中観測

による中間圏界面乱流，C7において各地のロケット観

測に基く惑星波（Of蹴mann）などに加え，先述の仏ラ

イダーの成果が発表された．日本のDYANA観測は気

象ロケット（宇宙研・小山氏ら），MUレーダー（京大

・中村氏ら），Rayleighライダー（環境研・中根氏ら），

Naライダー（信州大・野村氏ら）によって実施された

のに加え，10hPa天気図（気象庁・山田氏ら）が作成

されている．この計画が一応成功を収めたこともあっ

て，C10ではMLT（中間圏・下部熱圏）レーダーネ

ットワーク構想が発表され（Manson），またやはり

STEPの副計画であるRSMAGS（衛星・地上からの中

層大気探査，責任者：Geller教授）ではUARS（中層

・超高層大気観測衛星）と地上施設との協同観測を組織

しつつあり，今回の会合でMLTレーダーネットワーク

や仏・米のライダーなどとの協力が約束された．さらに

S1でも，衛星による大気組成・エアロゾルのグローバ

ル観測の重要性が強調された（McCormick）．

　特に，これまでデータ蓄積に限りがあった赤道域へ

も，先端的観測手段の投入が次々と試みられつつあるこ

とを実感した．C10では，最初の大型レーダーの中層

大気力学への貢献と題する報告（Fritts）で，1990年に

開始した米国西海岸～ハワイ～クリスマス島の領域のレ

ーダー・ライダー・航空機観測結果を重点的に報告し

た．この観測の解析結果速報は，STPシンポジウムで

はVHFレーダーによる中層大気中の重力波活動度

（Vincent），C6では同じデータによる中間圏～下部熱

圏の潮汐波（Avery），C10ではNaライダーによる中間

圏重力波の増幅（Gardner）というふうに各共同研究者

によって度々紹介され，非常に注目を集めていた．また

台湾グループの可能性も期待されている（山中，1990参

照）．日本のr新プログラム」関連の計画（津田が1990

年2～3月にジャワ島で実施したラジオゾンデ予備観測

を含む）は地理的により重要な場所での計画であり，ま

たさらに重要な恒久的な赤道大気国際観測所（ICEAR）

の設立計画についても本格的推進と成果が大きく期待さ

れる所である（加藤他，1990参照）．

　第四に，数値モデリングの面を中心に，分野・領域間

の結合が進んでいる．C6では中間圏・熱圏結合に関連

して潮汐波（Via1）・重力波（Walterscheid）およびこれ

らと平均流との3者間の相互作用（Miyahara）が報告

され，また今なお電離大気に比べ観測の困難な熱圏中性

大気の諸変動を中間圏からの波動伝播や乱流拡散と関係
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付ける試み（Fuller－Rowe11）や，逆に熱圏のNOxが中

間圏・成層圏へ輸送されるモデル（Garcia），さらに過

去比較的手薄であった惑星波（Ebe1）なども発表され

た．観測側からも極域（Portnyagin）・赤道域（前述）

などの既存知識の整理が進み，中層・超高層大気の結合

はSTEP期間中の大きな目玉となりそうな感じである．

これに対し，下層・中層大気の結合や中層大気中の化学

・力学結合については，今回はSTPシンポジウムで

dataassimilationを用いた成層圏物質輸送の年による変

動状況の3次元モデル（Rood）が紹介されたくらいで，

多くの成果は他の国際会議へ回ったように思われる．

　最後に新しい観測技術について述べる．C10では，

まず大型レーダー観測として，干渉計方式（Franke）あ

るいはその応用による大気成層構造の超高分解能観測

（Hocking）などが報告された（これらは何れも京大グル

ープでも研究中である）．また先に継続観測として注目

したライダー観測の報告（Chanin）では，観測高度領域

の上下拡張・昼間観測・ドツプラー観測・船舶搭載観測

など新しい技術開発も忘れられていない．次にUARS

では，昼側成層圏・夜側中間圏の紫外吸収・放射線の

DoPPler偏移をFabry　Pcrot干渉計で検出するHR・DI

（Abreu），熱圏の酸素原子吸収線のDoPPler偏移をMi－

chelson干渉計で検出するWINDII（Shepherd）の2

種の風速測定機器が搭載され，これまでにない広い高度

領域をカバーする観測が目指されている．なお，旧来の

観測手段の代表選手である大気球については，今回も

S14が開催され，他の分科会でも科学的成果が少なか

らず出されていたものの，筆者としてはいささか寂し

い感じであった．しかし日本の南極周回（PPB）計画

（Nishimura）や宇宙科学各方面の高度な利用法，ある

いは次節に述べる惑星気球なども発表され，工学的に新

しい段階への飛躍を前にした状況と言えるであろう．

4．惑星大気力学関係

惑星科学関係の会合は，固体および磁気圏のみに関す

るものを除けば

　　S3r火星およびPhobos研究の最先端」

　　S4rVoyager観測を終えた海王星」

　　S14r気球による科学観測」

　　ES2r将来の惑星探査計画」

　　B4r彗星・小惑星と惑星大気との相互作用」

　　B6r惑星外圏中性気体雲におけるエネルギー変換

　　　　過程」
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　　　B8r地球軌道上からの惑星探査」

　　　C　l　r金星に関する最近の研究」

　である．本稿では，力学関係で重要と考えられるシンポ

　ジウムS3，S4，S14，夜会ES2，研究会S1の5つに

ついてまとめて報告することにする．なお，開会式直後

　には特別講演「Voyager観測を終えた海王星」（Stone），

　また会期星半ばの土曜午後には講演会r姉妹星一金星・

地球・火星」が行われたが，前者はシンポジウム4の主

要論文の内容をダイジェストした基調報告であり，後者

は一般市民へも公開された啓蒙的内容のものであるので

本報告で特に記すことはしない．さらに種々の非公式な

打合せがやはり昼休み・夜・土曜午後などを割いて行わ

れたが，今回は筆者は出席していないのでそれらの内容

等は割愛させて頂く．

　今回のCOSPARのハイライトの一つは，丁度1年

前（1989年8月）にVoyager2号によって初めて本格

的観測が行われた，海王星およびその衛星Tritonであ

る．この観測結果を集約したS4では，木星型惑星（木

星・土星・天王星それに海王星）の大気力学が総括され

（Ingerso11），特に海王星の持つ超高速赤道偏東風（600

m／sに達する）と大暗斑（Great　Dark　Spot）という2

つの異常性に注目した　（大部分はIngersoll，1990の内

容に同じ）．この講演と先述の特別講演では，大暗斑が

京大数理研の木田氏（Kida，1981）が解析的に導いた楕

円渦の振動と極めて良く似た振舞を示すことが大きく紹

介された。低緯度域であるので非回転無重力2次元の木

田理論がそのまま適用できるという訳であるが，β効果

の入り込む可能性については今のところ何とも言えな

い・以上に続いてCH4およびH2Sの2種の氷晶雲の

熱力学（Atreya）・光化学（Pollack）・運動（Limaye）が

報告された．またTritonについては，N2・CH4大気と

その揮発過程（Lunine），高度10km付近が対流圏界

面であり熱圏の底でもあること（Yelle），表面が極めて

低温低圧（38K・14μb）であること（Hunten），日本も

協力した電波掩蔽観測に基づく大気圏～電離圏の鉛直

構造（Tyler）などの他，モデリングを含めた発表（Stro－

be1など）があった．極寒の氷の星という意味で，士riton

は次に述べる火星や未知の冥王星と共通する問題が多い

と考えられている（Eshleman）．

　有人探査という必ずしも純粋な科学的興味とは限らな

い目的で，現時点において最も注目されているのは火星

である．科学的研究の成果はS3に集められたが，大気

関係はソ連のグループによる組成・構造を中心としたも

　1991年1月
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　のが多かった．ES2ではCOSPAR．で恒例となってい

　るNASA（米）・IKI（ソ）・ESA（欧）・ISAS（日）の

代表者による将来計画・国際協力のパネル討論があり，

ソ連のMARS94計画と米の協力計画を踏まえ2000年

に国際協力による有人探査という見通しが立てられた．

但し，Bush大統領の火星有人探査実行宣言の演説がま

だ記憶に新しいこの会期中に，Hubble望遠鏡のレンズ

の歪みなどのために宇宙開発予算が全面的に削減される

など，推進役の米国の内情もかなりむつかしい感じであ

った．一方ソ連は，こちらも経済問題を始め国内情勢は

いろいろとあるはずであるが，探査機Phobos1，2号

による火星とその衛星Phobosの観測は必ずしも失敗ば

かりではなかったと思わせるほど意気軒高である．欧州

および日本　（Nishimura）は独自の姿勢を強調したが，

前者の国際協力への積極さに比べて後者はやはり種々の

壁がある感じであった．欧ソ協力の火星気球計画につい

ては，MARS94で実施予定のもののみならず将来の夢

がS14で発表された（Balmont）．

　金星についてはC1が組まれたが，前回のCOSPAR

以降は木星探査機Galileoのフライバイ（1990年2月）

あるいはMagellan（同8月金星到達予定）による表面

および超高層大気を中心としたものに限られているた

め，大気力学関係としては僅かに大気潮汐（Lymaye）

およびGCMによる太陽変動への応答実験と観測結果

の比較（Keating）を数えるのみで，他に力学ではない

が雷の確認の報告（Russe11）が注目されていた．ここで

も地球環境問題への関連を意識した組成・構造のレビュ

ー（Hunten），地球・火星との比較を中心とした将来計

画（Luhman）が語られ，投入後11年を経過したPioneer

Venusオービターと次期の計画（Colin），また未策定で

はあるが日本のPLANET－B計画（Oya）も発表された．

なお現在PLANET－Bは超高層観測専一で議論されてお

り，大気観測気球（山中，1988）は別途MUSES－C計

画の一部として宇宙研の工学グループを中心に進められ

ている．この日本の金星下層大気気球の基礎研究（Ni－

shimura），および前回のCOSPARでハイライトであ

ったソ仏協同の気球実験の総括と将来計画（Linkin）は，

S14で報告された．

　5．おわりに

　会期に約1週間先立ちSCOSTEP評議会が開催され

たが，そのニュースをいくつか紹介しておきたい．ま

ず，加藤教授を中心とする日本側およびWiryosumarto
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教授を中心とするインドネシア側のこれまでの調査結果

（加藤他，1990；山中，1990参照）と提案に基き，国際

赤道大気研究所（ICEAR）設立を勧告する決議案が正

式に採択された．これは，2節に述べたSTEP計画は

もちろん，さらに将来のIGBP（生物圏地球圏国際協同

研究）計画などにおいても，赤道アジア地域の拠点を建

設する計画として重要視されていることを意味する．ま

たこの会議で役員の改選（任期は向こう4年間）が行わ

れ，総裁（President）にB・J・Hultqvist教授（スウェ

ーデン），副総裁（Vice　Pres量dent）に加藤教授を新たに

選出し，幹事長（Scienti盒c　Secretary）をこC・H・Liu教

授（米）を再選した．

　今回のCOSPAR／SCOSTEPでは，特にソ連・東欧

圏あるいは両独の研究者のいろいろな意味での積極化，

仏など西欧諸国の米ソ旧超大国とはまた違った貢献への

努力，台湾のSTEPへの積極参加など新興諸国の発展，

米国の巻返しへのあせりのようなもの（？）など，国際

情勢の変化が大気科学研究においても無視できないこと

を肌で感じることができた．これらの国際情勢は，大気

科学を含む全地球的（あるいはそれ以上の）規模の諸問

題について，日本がより積極的かつ具体的に国際的責務

を果たすべきであるということを，さらに強ぐ要請する

ものであると言える．

　筆者はオランダは初めての訪問であった．国土のかな

りの部分が平均海面より低いことや中欧を縦断するラィ

ン川の河口にあることによる地球温暖化や水質汚染など

環境問題への敏感さ，商業国家として世界の海を制覇し

た時代からの歴史をもつ天文学・海洋学・土木造船工学

など比較的実用重視の文化が感じ，られた．VanGogh没

後ちょうど100年とあって，アムステルダムにある美術

館は連日超満員（だったそうである）．涼しい気候，周

囲が広がる当然ながらヨーロッパ的な田園，夏時間のた

めにそれでなくても遅い夕暮れ，繁華街とは言え早い店

じまい，石畳の路と古い教会などを除けば，ハーグの街

はどことなく京都に似ていた．もう一つ，オランダはイ

ンドネシアの旧宗主国である．多少味は変えられている

がインドネシア料理は専門店のみならず小さなカフェで

も賞味できるし，インドネシア人はスリナム系の黒人た

ちとともにかなり多く生活しているようであった．一

夜，インドネシア料理店の閉店後に居残り，祖国を愛し

つつ遠い異人種の国で堂々と生きている若者たち数10名

と話す機会があった．日本人，いや筆者自身の国際性の

乏しさを改めて痛感するとともに，真に全地球的に貢献

する大気科学の一翼を担いたいと心に誓った次第であ

る．
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